
羽
根

羽
根

於 

浅
草
寺
五
重
塔
前

仲
見
世

雷
門

宝
蔵
門

宝
蔵
門

二
天
門

観
音
堂

観
音
堂

五
重
塔

五
重
塔

歳の市出店之図

五
重
塔
前

八
番

十
番

十
一
番

十
二
番

十
三
番

十
四
番

十
五
番

十
六
番

十
七
番

二
十
番

十
九
番

十
八
番

四
十
一
番

四
十
二
番

四
十
三
番

四
十
四
番

三十六番

四十六番

四十五番

五十三番

五十二番

五十一番

五十番

四十九番

四十八番

四十七番

三十八番

三十九番

壱
番
　
吉
徳

弐
番
　
菊
匠

参
番
　
多
宝
屋

五
番
　
き
じ
や
水
門
際
物
店

六
番
　
寿
幸
中
島
人
形

七
番
　
中
村
屋

八
番
　
伊
藤
印
房

十
番
　
荒
井
屋

十
一
番
　
箱
長

十
二
番
　
前
川
印
傅

十
三
番
　
田
房
染
織

十
四
番
　
谷
中
堂

十
五
番
　
鈴
蔵

十
六
番
　
粋
屋

十
七
番
　
浅
草
郵
便
局

十
八
番
　
浅
草
花
や
し
き

十
九
番
　
お
が
わ

二
十
番
　
ベ
ッ
甲
イ
ソ
ガ
イ

二
一
番
　
笑
屋

二
二
番
　
い
ち
藤

二
三
番
　
桐
生
堂

二
四
番
　
漫
画
家
コ
ー
ナ
ー

二
五
番
　
東
京
藝
術
大
学

二
六
番
　
江
戸
縁
起
堂

二
七
番
　
曽
根
人
形

二
八
番
　
多
宝
屋

二
九
番
　
一
龍

三
十
番
　
江
戸
勝

三
一
番
　
た
か
さ
ご
や

三
二
番
　
む
さ
し
や
豊
山

三
三
番
　
眼
楽
亭

三
四
番
　
宝
屋

三
五
番
　
江
戸
勝
本
店

三
六
番
　
や
ま
と
や
金
山

三
七
番
　
お
絵
描
き
羽
子
板

三
八
番
　
羽
子
板
保
存
会

三
九
番
　
手
形
羽
子
板

四
十
番
　
案
内
所

四
一
番
　
山
鉱
商
会

四
二
番
　
江
戸
勝

四
三
番
　
橘
屋

四
四
番
　
高
砂

四
五
番
　
原
島
羽
子
板
店

四
六
番
　
松
菊

四
七
番
　
長
尾
版
画
匠

四
八
番
　
福
引
き
所

四
九
番
　
光
月
本
店

五
十
番
　
成
駒
屋

五
一
番
　
ま
い
づ
る
や

五
二
番
　
江
戸
勝
本
店

五
三
番
　
山
鉱
商
会

五
四
番
　
久
月

五
五
番
　
大
河
屋

五
六
番
　
近
江
屋

浅草寺
浅草寺

歳
の
市

歳
の
市

納
めの観音

納
めの観音

 

十
二
月 

十
七
日 

十
八
日 

十
九
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
頃
ま
で

参
番

五
番

六
番

七
番

五
十
六
番

五
十
五
番

五
十
四
番

壱番

弐番

十
尺
大
羽
子
板

展
示
中

十
尺
大
羽
子
板

展
示
中

羽子板保存会
有卦羽子板販売

三十七番

二
十
三
番

二
十
二
番

二
十
一
番

二
十
九
番

二
十
八
番

二
十
七
番

二
十
六
番

二
十
四
番

 

十
二
月 

十
七
日 

十
八
日 

十
九
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
頃
ま
で 

︵
最
終
日
は
午
後
八
時
半
ま
で
︶

ROXまつり湯

↑

↑

↑

↑

押絵羽子板のお店

三十番

三十一番

三十二番

三十三番

三十四番

三十五番

手
彫
印

張
り
子
細
工

　

 

桐
箱
工
芸

　

 

印
傅

　

 

村
山
大
島
紬

　

 

ま
ね
き
猫

　
手
描
き
江
戸
凧

手
描
き
江
戸
凧

笑
い
の
置
物

正
月
玩
具

縮
緬
細
工
／
帯
仕
立
て

鼈
甲
細
工

江
戸
玩
具

市
松
人
形

手
刷
り
版
画
／
浮
世
絵

歳の市出店之図
祭
り
用
品

祭
り
用
品

土
鈴
／
江
戸
焼
物

土
鈴
／
江
戸
焼
物

二
十
五
番

羽
子
板
供
養

歳の市期間中、羽子板を見せると
５名まで入園無料（乗り物別途）

東
京
芸
術
大
学
羽
子
板

手形羽子板
コーナー

案内所案内所

お絵描き羽子板

四十番

︵
最
終
日
は
午
後
八
時
半
ま
で
︶

　
　

年
賀
葉
書
・
年
賀
切
手

　
　

年
賀
葉
書
・
年
賀
切
手

福引き所

十
七
日
夕
方﹁
初
春
新
派
公
演
﹂出
演
　
水
谷
八
重
子
丈
、波
乃
久
里
子
丈 

お
目
見
得

十
九
日
午
前﹁
新
春
浅
草
歌
舞
伎
﹂出
演
　
尾
上
松
也
丈
、中
村
歌
昇
丈
、坂
東
巳
之
助
丈
ほ
か 

お
目
見
得

十
七
日
夕
方﹁
初
春
新
派
公
演
﹂出
演
　
水
谷
八
重
子
丈
、波
乃
久
里
子
丈 

お
目
見
得

十
九
日
午
前﹁
新
春
浅
草
歌
舞
伎
﹂出
演
　
尾
上
松
也
丈
、中
村
歌
昇
丈
、坂
東
巳
之
助
丈
ほ
か 

お
目
見
得 ナビダイヤル0570-000-489 または〈東京〉03-6745-0333

※ナビダイヤルは、PHSまたは交換機等の設定によってはかかりません。

チケットホン松竹 受付時間：午前10時～午後6時 チケットWeb松竹
チケットWeb松竹 検索

（パソコン・携帯電話より24時間受付。
発売初日は午前10時より ）

チ
ケ
ッ
ト
の

お
求
め
は
…

年末年始の営業ご案内
［Web予約］年中無休
［電話予約］受付休業日 12月30日～1月1日 休業
［劇場窓口・切符引取機］
・歌舞伎座・新橋演舞場
・浅草公会堂 12月30日～1月1日 休業
・サンシャイン劇場 12月30日～1月4日 休業

11月30日（日）10:00より電話・Web受付開始

●

● （24時間受付）

0570-000-489ナビダイヤル 03-6745-0333

●三越劇場は12月1日（月）前売開始 （10：00～18：00）0120-03-9354 ※三越劇場の前売り初日は、
お電話・インターネットご予約のみ

●三越劇場チケットショップ

ご観劇料 8,500円（税込）全席指定　

（10：00～18：00） または

●チケットぴあ　０５７０-０２-９９９９（Pコード440-088）　
●ローソンチケット　０５７０-０８４-００３（Lコード31903）
●イープラスeplus.jp（PC & モバイル）
●CNプレイガイド　0570-08-9999／cncn.jp

〈『寒菊寒牡丹』トリプルキャストの出演者　　瀬戸摩純　　　石原舞子　　鴫原 桂〉

http://mitsukoshi.mistore.jp/bunka/theater/

★

★ ★

※ナビダイヤルは、交換機等の設定によっては
かかりません。

※窓口販売・お引取りは12月２日（火）から。

樋

　
口

　
一

　
葉

　
原
作

久
保
田

　
万
太
郎

　
脚
色

齋

　
藤

　
雅

　
文

　
演
出

川
口
松
太
郎

　
作

成

　
瀬

　
芳     

一

　
演
出

初
春
新
派
公
演

齋

　
藤

雅

　
文

演
出

一、

大
つ
ご
も
り

成

　
瀬

　
芳

一

演
出

成

　
瀬

　
芳    

芳    

芳

一

演
出

二
、
寒
菊
　寒牡
丹 三

越
劇
場
提
携

稀 代 の 名 優・花 柳 章 太 郎 を 偲 ぶ 名 舞 台！

波
乃
久
里
子
一
世
一
代
に
て
、
み
ね
相
勤
め
ま
す

花
柳
界
に
生
き
る
人
間
模
様
を
描
く

花
柳
章
太
郎
没
後
五
十
年
追
悼

水
谷
八
重
子

瀬
戸

　
摩
純

石
原

　
舞
子

鴫
原

　桂

山
吹

　
恭
子

鈴
木

　
章
生

青
柳
喜
伊
子

伊
藤
み
ど
り

高
橋
よ
し
こ

森
本

　
健
介

児
玉

　
真
二

久
藤

　
和
子

川
上

　
彌
生

田
口

　　
守

立
松

　
昭
二

波
乃
久
里
子

勝
野

　
　
洋

市
川
月
乃
助

松
竹
創
業
百
二
十
周
年

（24時間受付　前売初日は10時から）

※電話番号のおかけ間違いには充分ご注意ください。

※12月5日夜の部、23日昼の部は貸切

一般前売りにさきがけて
グループ観劇（20名様以上）受付中！10月25日（土）10：00より電話予約・Web受付開始※窓口販売・お引取りは10月27日（月）10時より

※窓口販売用別枠でのお取置きはございません。

（10：00～18：00）

0570-000-489 03-6745-0333または

■御観劇料（税込） 1等席 13,000円 2等席 8,500円 3階A席 4,500円 3階B席 2,600円 桟敷席 14,000円

12月3日［水］ 　25日［木］
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25日
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木曜

昼の部

夜の部

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

11
00

貸
切

11
00

11
00

貸
切

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

16
00

お申し込み・お問合せは03（3541）2111 販売課

主催　松竹株式会社／フジテレビジョン



「宝蔵門前 羽子板保存会」

「本堂前 大河屋」にて販売しています。

協 賛

新橋演舞場　 新春浅草歌舞伎 　浅草おかみさん会　 浅草専門店会

協力／東京藝術大学デザイン科　花川戸はきだおれ市実行委員会

後援／（協）浅草商店連合会  台東区  東京都  　主催／浅草歳の市実行委員会　東京歳之市羽子板商組合 ［ http://asakusa-toshinoichi.com/ ］　　　　　　　　　

仲見世商店街振興組合

浅草商店連合会

仲見世バニー 仲見世稲葉

大黒家天麩羅

題 

名 

﹁
紅
傘
﹂　

東
京
藝
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
　 

李
天
歌

し
め
な
わ

と
そ
さ
ん

　
江
戸
っ
子
と
い
う
も
の
は
と
か
く
縁

起
を
担
い
だ
も
の
で
、特
に
新
年
を
迎
え

る
た
め
の
準
備
と
な
れ
ば
尚
更
上
々
吉

を
願
い
、歳
の
市
で
買
い
揃
え
た
の
で
あ

る
。

　
当
時
江
戸
一
番
の
人
気
だ
っ
た
歳
の

市
は
、江
戸
一
番
の
盛
り
場
浅
草
の
歳
の

市
で
あ
り
、こ
の
日
は
浅
草
寺
の
納
め
の

観
音
の
日
、つ
ま
り
今
年
最
後
の
御
縁
日

に
行
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、そ
れ
は
大
変
な

人
出
で
あ
り
、他
の
歳
の
市
に
大
き
く
水

を
あ
け
た
。
〝
観
音
の
市
で
お
宮
を
振
り

回
し
〟
と
、
川
柳
に
読
ま
れ
た
よ
う
に
、

歳
の
市
で
は
神
棚
・
注
連
縄
・
屠
蘇
散
・
重

箱
・
箸
・
茶
碗
・
三
宝
・
盆
栽
な
ど
と
共
に
、

正
月
の
子
供
の
遊
び
で
あ
る
羽
子
板
・
独

楽
・
カ
ル
タ
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
た
。

　
羽
子
板
は
文
化
文
政
期
に
入
る
と
羽

根
突
き
の
道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、押

絵
羽
子
板
と
い
う
装
飾
的
な
価
値
と
女

の
子
が
生
ま
れ
た
時
の
祝
い
の
品
と
し

て
の
人
気
も
得
た
の
で
あ
る
。正
月
の
た

め
の
品
々
が
市
中
で
の
販
売
が
一
般
的

に
な
る
と
共
に
羽
子
板
の
販
売
が
中
心

に
な
り
、羽
子
板
市
と
い
う
名
前
が
定
着

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
文
扇
堂
　
荒
井  

修

壱
番
　
　
吉
徳［
台
東
区
浅
草
橋
］　
〇
三
ー
三
八
六
三
ー
四
四
一
九

弐
番
　
　
菊
匠［
練
馬
］　
〇
三
ー
三
九
七
八
ー
五
五
六
九

参
番
　
　
多
宝
屋［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
七
ー
六
三
ー
九
三
〇
五 

五
番
　
　
き
じ
や
水
門
際
物
店［
台
東
区
元
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
四
ー
五
九
〇
六

六
番
　
　
寿
幸
中
島
人
形［
台
東
区
浅
草
橋
］　
〇
三
ー
三
八
六
二
ー
〇
三
三
四
　

七
番
　
　
中
村
屋
　［
中
郡
二
宮
町
］　
〇
四
六
三
ー
七
一
ー
七
一
二
八

八
番
　
　
伊
藤
印
房［
台
東
区
千
束
］　
〇
三
ー
三
八
七
三
ー
〇
四
八
九
　

十
番
　
　
荒
井
屋［
平
塚
市
東
八
幡
］　
〇
四
六
三
ー
二
一
ー
六
〇
九
六

十
一
番
　
箱
長［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
三
ー
八
七
三
一

十
二
番
　
前
川
印
傅［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
七
ー
二
八
八
九

十
三
番
　
田
房
染
織［
武
蔵
村
山
市
］　
〇
四
二
五
ー
六
〇
ー
〇
一
一
六

十
四
番
　
谷
中
堂［
台
東
区
谷
中
］　
〇
三
ー
三
八
二
二
ー
二
二
九
七

十
五
番
　
鈴
蔵［
練
馬
区
石
神
井
］　
〇
三
ー
六
九
一
三
ー
二
七
二
九

十
六
番
　
粋
屋［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
五
ー
六
三
二
六

十
七
番
　
浅
草
郵
便
局

十
八
番
　
浅
草
花
や
し
き［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
二
ー
八
七
八
〇

十
九
番
　
お
が
わ［
横
浜
市
港
南
区
］　
〇
四
五
ー
八
四
二
ー
二
八
三
四

二
十
番
　
ベ
ッ
甲
イ
ソ
ガ
イ［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
五
ー
一
二
一
一

二
一
番
　
笑
屋［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
三
ー
二
四
六
八

二
二
番
　
い
ち
藤［
台
東
区
浅
草
橋
］　
〇
三
ー
三
八
六
二
ー
三
五
二
四

二
三
番
　
桐
生
堂［
台
東
区
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
七
ー
二
六
八
〇

二
四
番
　
漫
画
家
コ
ー
ナ
ー

二
五
番
　
東
京
藝
術
大
学
　

二
六
番
　
江
戸
縁
起
堂［
横
須
賀
市
］　
〇
四
六
ー
八
九
五
ー
〇
〇
四
二

二
七
番
　
曽
根
人
形［
岩
槻
市
］　
〇
四
八
ー
七
五
八
ー
二
〇
〇

二
八
番
　
多
宝
屋［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
七
ー
六
三
ー
九
三
〇
五

二
九
番
　
一
龍［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
七
ー
三
六
ー
一
八
二
九

三
十
番
　
江
戸
勝［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
七
ー
六
一
ー
六
三
六
四

三
一
番
　
た
か
さ
ご
や［
葛
飾
区
高
砂
］　
〇
三
ー
三
六
五
七
ー
三
九
七
五

三
二
番
　
む
さ
し
や
豊
山［
墨
田
区
石
原
］　
〇
三
ー
三
六
二
二
ー
〇
二
六
二

三
三
番
　
眼
楽
亭［
葛
飾
区
東
金
町
］　
〇
三
ー
三
六
〇
〇
ー
四
九
〇
七

三
四
番
　
宝
屋［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
七
ー
五
四
ー
七
九
四
一

三
五
番
　
江
戸
勝
本
店［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
ー
七
三
五
ー
四
二
九
二

三
六
番
　
や
ま
と
や
金
山［
新
座
市
菅
沢
］　
〇
四
八
四
ー
七
七
ー
六
九
四
八

三
七
番
　
お
絵
描
き
コ
ー
ナ
ー

三
八
番
　
羽
子
板
保
存
会

三
九
番
　
手
形
羽
子
板

四
十
番
　
案
内
所

四
一
番
　
山
鉱
商
会［
入
間
郡
毛
呂
山
］　
〇
四
九
ー
二
九
五
ー
六
六
四
六

四
二
番
　
江
戸
勝［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
ー
七
六
一
ー
六
三
六
四

四
三
番
　
橘
屋［
中
央
区
月
島
］　
〇
三
ー
三
五
三
一
ー
三
五
七
一

四
四
番
　
高
砂［
葛
飾
区
高
砂
］　
〇
三
ー
三
六
五
七
ー
三
九
七
五

四
五
番
　
原
島
羽
子
板
店［
台
東
区
西
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
三
ー
九
三
七
二

四
六
番
　
松
菊［
葛
飾
区
青
戸
］　
〇
三
ー
三
六
〇
二
ー
一
四
五
二

四
七
番
　
長
尾
版
画
匠［
台
東
区
元
浅
草
］　
〇
三
ー
三
八
四
一
ー
四
七
五
八

四
八
番
　
福
引
き
所

四
九
番
　
光
月
本
店［
江
東
区
住
吉
］　
〇
三
ー
三
六
三
三
ー
五
九
五
一

五
十
番
　
成
駒
屋［
墨
田
区
向
島
］　
〇
三
ー
三
六
二
三
ー
一
三
〇
五

五
一
番
　
ま
い
づ
る
や［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
ー
七
五
二
ー
二
九
八
五

五
二
番
　
江
戸
勝
本
店［
春
日
部
市
］　
〇
四
八
ー
七
三
五
ー
四
二
九
二

五
三
番
　
山
鉱
商
会［
入
間
郡
毛
呂
山
］　
〇
四
九
ー
二
九
五
ー
六
六
四
六

五
四
番
　
久
月［
台
東
区
浅
草
橋
］　
〇
三
ー
五
六
八
七
ー
五
一
七
六

五
五
番
　
大
河
屋
　
東
京
歳
の
市
羽
子
板
商
組
合
運
営
店

五
六
番
　
近
江
屋［
新
宿
区
歌
舞
伎
町
］　
〇
三
ー
三
二
〇
〇
ー
二
五
四
七
　

歳
の
市
出
店
一
覧
︵
〝歳
の
市
出
店
之
図〟 

出
店
場
所
順
︶

東
京
歳
の
市

羽
子
板
商
組
合浅草

歳乃市

平
成
二
十
六
年

十
二
月
十
七
日
十
八
日
十
九
日

江
戸
の
賑
わ
い
を
を
今
に
残
す

浅
草 

歳
の
市

迎
春
の
か
た
ち
﹁
押
絵
羽
子
板
﹂

　
お
正
月
の
遊
び
と
し
て
広
く
知
ら
れ

る
羽
根
突
き
、
そ
れ
に
用
い
る
羽
子
板

も
ま
た
新
春
の
縁
起
物
と
し
て
長
ら
く

日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
歴
史
は
古
く
室
町
時
代
以
前
に
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
が
、
歌
舞
伎
の
名
場
面
や

美
麗
な
舞
踊
姿
な
ど
を
描
い
た
﹁
押
絵

羽
子
板
﹂は
、江
戸
時
代
後
期︵
一
八
〇
〇

年
頃
︶、江
戸
歌
舞
伎
の
隆
盛
を
背
景
に
、

浮
世
絵
師
の
描
く
役
者
絵
を
押
絵
細
工

と
し
て
羽
子
板
に
取
り
付
け
た
の
が
は

じ
ま
り
で
す
。
ま
だ
写
真
の
な
か
っ
た

江
戸
時
代
の
こ
と
、
年
末
の
羽
子
板
市

で
は
、
そ
の
年
に
評
判
を
呼
ん
だ
歌
舞

伎
の
舞
台
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
羽
子

板
が
売
ら
れ
、
こ
れ
を
フ
ァ
ン
は
競
う

よ
う
に
買
い
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
若

い
女
性
た
ち
に
と
っ
て
ス
タ
ー
の
ブ
ロ

マ
イ
ド
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
、
ま

た
そ
の
売
れ
行
き
は
役
者
の
人
気
度
を

示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　
羽
子
板
は
末
広
が
り
の
め
で
た
い
形

と
、羽
根
が
災
厄
を﹁
は
ね
の
け
る
﹂に
通

じ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
縁
起
を
た
っ
と
ん

で
、
人
々
に
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ゆ

え
に
、羽
子
板
特
有
の
定
形
の
な
か
に
躍

動
的
な
人
物
を
無
理
な
く
収
め
る
こ
と

が
職
人
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
り
、そ

こ
に
生
ま
れ
る
様
式
美
こ
そ
押
絵
羽
子

板
の
い
の
ち
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

　
彩
り
豊
か
な
手
わ
ざ
を
め
で
つ
つ
、

新
た
な
年
の
多
幸
を
祈
る—

押
絵
羽
子

板
は
江
戸
の
粋
を
伝
え
る
﹁
迎
春
の
か

た
ち
﹂
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
吉
徳
資
料
室
　
林  

直 

輝

平
成
二
十
六
年
有
卦
干
支
羽
子
板

甲
午︵
き
の
え
う
ま
︶

平
成
二
十
七
年
有
卦
干
支
羽
子
板

乙
未︵
き
の
と
ひ
つ
じ
︶

期
間
中
、こ
の
半
纏
の
ス
タ
ッ
フ
が

お
世
話
し
ま
す
。

期
間
中
、こ
の
半
纏
の
ス
タ
ッ
フ
が

お
世
話
し
ま
す
。

有
卦
干
支
羽
子
板

　

﹁
有
卦
﹂と
は
幸
運
が
続
く
こ
と
を
い
う
。

　
江
戸
時
代
末
期
に
は
有
卦
の
年
回
り
の
人

に
は
有
卦
絵
と
い
っ
て
福
に
あ
や
か
っ
て
頭

文
字
の﹁
ふ
﹂の
つ
く
絵
、
た
と
え
ば
富
士
、
筆

を
送
る
の
が
流
行
し
た
。羽
子
板
の
形
は
末

広
が
り
の
縁
起
の
良
い
形
を
し
て
お
り
、
逆

さ
に
す
る
と
縁
起
の
良
い
富
士
山
に
も
見
立

て
ら
れ
る
。暦
の
上
の
年
回
り
は
六
十
年
あ

り
、
干
支
は
十
干
と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ

で
で
き
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
一
文
字
づ

つ
と
り
﹁
干
支
﹂
と
よ
ば
れ
る
。　
羽
子
板
自

体
も
縁
起
物
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
子
供
の

い
る
家
庭
に
お
歳
暮
の
か
わ
り
と
し
て
送
る

と
い
う
風
習
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
縁
起
の
良
い
﹁
有
卦
干
支
羽
子
板
﹂
は

そ
の
年
ま
わ
り
が
有
卦
に
入
る
の
を
願
っ
て

浅
草
寺
歳
の
市
に
て
毎
年
十
二
月
十
七
日
〜

十
九
日
の
三
日
間
の
み
売
ら
れ
る
。一
年
を

無
事
に
過
ご
し
、
有
卦
干
支
羽
子
板
の
お
役

目
は
終
わ
っ
た
ら
浅
草
寺
歳
の
市
の
羽
子
板

供
養
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

羽
子
板
供
養

　
浅
草
歳
の
市
の
期
間
中
、
浅
草
寺
本
堂
に

て
受
付

羽
子
板
は
古
来
よ
り
縁
起
物
で
子
供
た
ち
を

病
気
や
邪
気
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
役

割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。買
っ
た
方
、
持
っ

て
い
た
方
の
お
気
持
ち
も
入
っ
て
い
ま
す
の

で
浅
草
寺
歳
の
市
の
際
に
古
く
な
っ
た
羽
子

板
や
お
役
目
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
羽
子
板

を
お
寺
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

十
尺
大
羽
子
板

　
歌
舞
伎
十
八
番 

助
六
由
縁
江
戸
桜

　
日
本
最
大
の
大
羽
子
板
で
す
。十
二
月
か

ら
浅
草
寺
歳
の
市
の
最
終
日
午
前
中
ま
で
本

堂
に
展
示
、
同
日
夕
刻
か
ら
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
１
階
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

羽
子
板
保
存
会

　
各
お
店
の
羽
子
板
が
並
ん
で
い
る
東
京
歳

の
市
羽
子
板
商
組
合
の
お
店
。こ
こ
に
く
る

と
ほ
と
ん
ど
の
お
店
の
羽
子
板
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。羽
子
板
の
お
値
段
も
交
渉
し

て
み
ま
し
ょ
う
。　
こ
こ
で
﹁
有
卦
干
支
羽
子

板
﹂も
売
っ
て
い
ま
す
。 

　

 

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー

　
プ
ロ
の
漫
画
家
や
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

が
あ
な
た
の
似
顔
絵
を
描
い
て
く
れ
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生
方
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
検
索
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

手
形
コ
ー
ナ
ー
　

　
小
：
金
伍
陌
圓
也
　
大
：
金
壱
阡
圓
也

　
羽
子
板
に
朱
墨
で
手
形
を
つ
け
ま
す
。
そ

の
場
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
縁
起
物
で
す
。

お
子
様
な
ど
の
ご
健
康
や
無
病
息
災
を
願

い
、
お
子
様
の
記
録
や
浅
草
寺
歳
の
市
の
思

い
出
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

お
絵
か
き
コ
ー
ナ
ー

　
小
：
金
伍
陌
圓
也
　
大
：
金
壱
阡
圓
也

　
羽
子
板
に
絵
具
や
ク
レ
ヨ
ン
に
て
自
由

に
絵
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
画
材
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
と
の
歳
の
市

の
記
念
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
羽
子

板
に
て
正
月
に
は
羽
根
つ
き
で
遊
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

東
京
藝
大
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
羽
子
板

　
未
来
の
芸
術
家
と
職
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
今
ま
で
な
か
っ
た
伝
統
工
芸
の
世

界
が
広
が
り
ま
す
。
個
性
的
で
凝
っ
た
作
品

の
数
々
。
非
売
品
も
あ
り
ま
す
が
販
売
し
て

い
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。

将
来
の
藝
術
家
を
是
非
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

金
伍
陌
圓
也

︵
福
引
付
き
︶

福引き（福引き所にて）
12 月 17 日～ 19 日（10 時～ 17 時まで）

福
引
き
付
き

福
引
き
付
き

︵
　
　
　
　
　
　
　
︶

午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

︵

　

　

　

　

　

　

　

︶

十
七
日
・
十
八
日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

十
九
日
は
午
後
一
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で


